
【日 時】    平成 28 年 1月 21日（木）      10:30～12：00 

【場 所】    いわき明星大学 教員談話室（本館 1階） 

〒970-8551 いわき市中央台飯野 5-5-1 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:30～11:30 

  ２．質疑・応答    11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    20 名（※事前の予約が必要となります。） 

  

 

 

  第 42 回ミニ相談会を実施します。今回は、いわき明星大学 科学技術学部 佐藤教授をお招

きし、身の回りの放射性物質や化学物質についてお話いただきます。 

福島第一原子力発電所事故から 5年が経ちました。時間的には過去のことですが、その影響

は現在も続いています。原発事故後の情報伝達や基準値の変更等と風評被害との関係、そして

「安全・安心」とは何かについて一緒に考えていただくとともに、原発事故から得た知識や体験を

これからの生活に役立てるためのお話をしていただく予定です。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要

となりますので、当センターまでお問合せ下さい。 

 

～第 42回ミニ相談会テーマ～                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）またはFAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今回をもちまして、ミニ相談会は最終回となります。 

今後の活動につきましては、いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/） 

にて随時お知らせ致します。 

これまでご参加いただき、ありがとうございました。 

 

http://revive-iwaki.net/


 

 

 

    

  

 

【日 時】 平成 28 年 1 月 21 日（木） 10：30～12：15 

【場 所】 いわき明星大学 本館 1F 教員談話室 

【講 師】 いわき明星大学科学技術学部 教授 佐藤健二 

【参加人数】23 名（男性 11 名 女性 12 名） 

 

＜第 42 回ミニ相談会テーマ＞ 

今回のミニ相談会では、福島第一原子力発電所事故から 5 年が経ち、原発事故の情報伝達や基

準値の変更等と風評被害との関係、「安全・安心」とは何か、原発事故から得た知識や体験を今後

の生活に役立てるためのお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

【1】はじめに 

【2】いわき地域復興センター 

～放射線測定に関する取り組み～ 

【3】身近な食問題 

【4】おわりに 

 

 

原発事故から約五年が経過しました。時間的には過去のことですが、その影響は今も引き続い

ています。事故直後には、『直ちに健康に影響を及ぼす数値ではない。』という曖昧な基準から暫

定基準値に重きを置き、その半年後に現在の基準値となりました。安全とは、「科学的に評価した

結果により、客観的に決定されるもの」ですが、安心とは「安全であるか否か？と共に様々な情

報を踏まえ、私達自身が決めるもの」です。 

私達の身の回りには、放射性物質だけでなく様々な化学物質があり、たとえ健康食品でも健康

を害することがあります。原発事故で得た経験・体験は、長く記憶に留めておかなければならな

いと思います。 

 

１．講師の先生のお話 

<講師：佐藤 健二 氏> 

 

 

 



 

 

 

 

最後に、リスクトレードオフについてお話したいと思います。“リスクトレードオフ”とは、あ

るリスクを減らそうとして他のリスクが発生したり、増加したりすることです。“生活をする（生

きる）”ということは、“食べる”ということです。食生活においては、健康リスク（危険度）と

ベネフィット（利益・恩恵）とのバランスがとても大事だと思います。その中のひとつとして水

道水を例にあげますと、湖や河川には病原性微生物などの生物が多く存在しているため、浄水場

で有害な物質を取り除き、最後に塩素によって消毒します。塩素消毒をしますと殺菌効果が高ま

りますが、トリハロメタンの物資が発生し、人体に弊害が生じる可能性がございますので、それ

を敬遠する方もおります。リスクを避けることで別の健康リスクが発生しないかを検討したうえ

で、リスクに関する情報発信をすることを心掛けていかなければならないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然界からの放射線と国際機関（ICRP）と日本の放射線管理基

準 

 

<講師資料抜粋> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自家消費用作物等の放射能濃度測定 

<講師資料抜粋> 

いわき地域復興センター…放射線測定に関する取り組み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における汚染・化学物質の耐容週間摂取量と実際の摂取量 

身近な食問題 

<講師資料抜粋> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講師資料抜粋> 

おわりに 

 

<講師資料抜粋> 



 

 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の中

で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・質

問等をご紹介します。 

 

Q.廃炉作業中の福島原発と、再稼働している他県の原発では、どちらの環境が安全なのでしょう

か。 

A.個人的な意見を言いますと、管理体制が整っている視点から見れば再稼働している原子力発電

所の環境の方が、安全ではないかと思っております。 

 

Q.原発の廃炉作業やがれきの撤去で今まで大きな事故はないですが、怯える生活を強い入らなけ

ればとならないと思うのです。 

A.その都度、作業状況や作業工程の情報を出していただかないと不安になると思います。そして、

小さなことでも包み隠さず情報を流していただかないと国民への不安解消にはならないと思いま

す。 

 

Q.空間線量が低くなったとはいえ、土壌線量はそれ程低くなっているとは思えませんが。 

A.いわき市では、空間線量の高い場所の住宅地においては除染作業をしていただけますが、低い

場所の住宅地では除染作業はしておりません。また、セシウム 134 は半減期が 2 年ですので現在

約 4分の 1になっておりますが、セシウム 137 の半減期は 30年ですのでその状況はあまり変わっ

ていきません。物理的に取り除かないと変化はしないです。ただ、ご自身で表面の土壌を取り除

いて別な土を入れる、穴を掘って入れるなどすれば空間線量率も下がると思います。 

 

Q.今回でミニ相談会は終了するのでしょうか。 

A.文部科学省に申請をして、いわき地域に対して 5年間の時限的な補助金をいただいて復興セン

ターを立ち上げ、今年の 3 月で 5 年になります。今後は、規模は縮小しますが中身は変えずに東

日本国際大学さんやいわき明星大学両大学共に大学独自で地域貢献に取り組んでいきたいと思っ

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

2．質問・交流タイム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、当いわき地域復興センターのセンター長であるいわき明星大学 石丸純一教授と、副セ

ンター長である東日本国際大学 福迫昌之教授にもご参加いただきました。最後に今後のいわき

地域における両大学の震災復興支援に関する活動方針を述べていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

<石丸 純一 氏> <福迫 昌之 氏> 

3．センター長・副センター長挨拶 



 

 

 

 

 

 ～おわりに～ 

 

平成 24 年 6 月から始まり、月 1 回開催してまいりましたミニ相談会は、第 42 回をもちまして

最終回とさせていただきました。放射能問題や復興に向けたさまざまなテーマで、講師の先生と

参加者が意見を交わす場を提供してまいりました。これまで、多くの方にご参加いただきました

こと心よりお礼申し上げます。 

 


